来年度公開授業研究会の実施計画（コメント機能・変更履歴機能体験）
	【行うこと】

	１．コメント機能を使おう。
・実施希望時期を選択。　
・コメントを新規で投稿。
	２．コメントに返信やリアクションをしよう。
・いいと思う研究テーマを選択。
・コメントを投稿。
・他の人のコメントに返信・リアクション。
	３．変更履歴機能を使って、文章校正をしよう。
・変更履歴機能の設定。
・誤りのある部分を見つけ、加除修正。
・変更を承認・却下。



１．実施時期について（案）
【来年度（令和８年度）】
①４月〜７月　　　②８月〜１２月　　③令和９年１月〜３月


２．研究テーマについて（案）
（案１）教師の指導性を活かしたデジタル学習基盤の効果的活用
（案２）クラウドを活用した深い学びの実践


３．役割と分担（案）
	1. 申込・
広報

	・申込方法：チラシ・案内文書に二次減コードを掲載し、フォームから慈善に登緑。
・データ管理：Microsoft Fromsで自動集計。
・参加確認：締切後に、自動返信メエルで詳報案内を送付。
・広報文書：市教育医員会および近隣校へ文書をデータで配信
（担当：渡辺教諭）。

	2. 授業担当

	・研究授業単当者：5年1組 担当：山田教論
・教科指導助言者：文科大学　今日授　佐藤先生
・授業構成会議：令和８年５月３７日〜（全3回を予定）
・学習市道案作成：授業額年が作成し、飲札した上で会議にて健闘を勧める。

	3. 運営・
当日対応

	・会場設営・受付担当：本部職員
・機器準備：ICT担当＋情報教育部
・司会進行：究主任　　　　　・記録：事務職員＋本部職員
[bookmark: _Int_54c4cm4t]・研究協議：Microsoft Teamsで配信（ハイブリット）

	4. 資料作成
・配付

	・研究概要資料：担当教員がクラウドで共同編集後、研究主任が角煮ん。
・参加者への飼料の配付方法：それぞれ印刷をし、閉じ込む。
・印刷部数：役200部を予定。
・誤字脱字確認：山田教師が最終決定前に行う。
（昨年度の課題：日付地外／図の題名抜けなどが発生。）

	5. 撮影・
報告

	・撮影：ICT担等が当日滞欧。
・記録整理：当日議事メモをgym職員が作成、後日教職員へ共友。
・報告提出：授業建久会のまとめを教育医院会へ提出（様式第４号に準ずる）。
・留意事項：小友の顔が映る映像は公開資料には枝葉しない。




４．参考資料共有リンク（参考：リーディングDXスクール指定校実践報告）
・【静岡県吉田町教育委員会】「標準仕様とクラウドを活用した教員研修の工夫と効率化の取組」
　　（リーディングDXスクール事業 公開学習会 リポート）
・【北九州市立皿倉小学校】「クラウドを活用した校務の効率化（校務DX）」
・【参考】リーディングDXスクール特設サイト「校務DX」ページ（動画リンクあり）
